
様式第四（第二十九条関係）

住所
届出者

氏名

　 都市計画法第３６条第１項の規定により、開発行為に関する工事（許可番号

 　 　　　 年　 　月　 　日　　   春建第 ５ -　   　号）が下記のとおり完了しました

ので届け出ます。

１　工事完了年月日 　　  　　　年　　　月　　　日

２　工事を完了した開発区域又は

　　工区に含まれる地域の名称

　  　　　　年　　　月　　　日　  　 　春建第　５　－  　　号

　　  　　　年　　　月　　　日

　       　    合  　　　   　　否

　　  　　　年　　　月　　　日　 　  　春建第　５　－  　　号

　　  　　　年　　　月　　　日

備考　　1   届出者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名

           　を記載すること。

　　    2　※のある欄は記載しないこと。

※ 検 査 年 月 日

※ 検 査 結 果

※ 検 査 済 証 番 号

※工事完了公告年月
日

※
 

備
 

考

※
 

受
 

付
 

欄

工 事 完 了 届 出 書

　　  　　　年　　　月　　　日

(宛先)　春 日 井 市 長

記

  春日井市

※ 受 付 番 号



【 注 意 事 項 】　工事完了届出書

この届出には、次の図書を添付してください。

1.　確定平面図（縮尺1/1,000以上）

2.　公共施設表示図（縮尺1/500以上） ※ 公共施設がない場合は不要

3.　工事記録写真･工事記録写真チェックリスト

　　　写真の詳細は、チェックリストを参照してください。



工事が次の工程に達したときは、工事写真を撮影して工程の順に写真帳にて整理してください。

また、完了届提出時に該当写真の右欄の□にレ点を記入し、添付してください

(1)　許可標識の掲示状況 【 遠景 】 □

【 近景 】 □

（ 許可標識に変更があれば、すべての変更状況 ） □

(2)　工事の全景 【 着手前 】 □

【 完了後 】 □

(3)　丁張及び床掘 【 根入深が判読できること 】 □

【 幅寸法が判読できること 】 □

(4)　各種の構造物の基礎 【 工事個所が判別できる遠景 】 □

【 砕石・コンクリートなどの幅寸法が判読できること 】 □

【 砕石・コンクリートなどの厚み寸法が判読できること 】 □

(5)　各種の構造物の配筋  【 配筋寸法が判読できること 】 □

 【 鉄筋のかぶり厚さが判読できること 】 □

(6)　各種の構造物のコンクリート打設 【 コンクリートの打設状況 】 □

(7)　各種の構造物の仕上がり状況 【 幅寸法が判読できること 】 □

【 厚み寸法が判読できること 】 □

(8)　裏込栗石又は透水マット設置状況 【 仕上寸法が判読できること 】 □

( 裏込 ) 幅、厚さなど

( マット ) 必要な個所の取付状況

(9)　埋戻し 【 1回の埋戻し厚を30cm毎に撒き出した転圧状況 】 □

【 埋戻し厚を30cm毎に撒き出し転圧したすべての層の転圧完了 】 □

(10)　雨水排水施設と、その排水先との取付部 【 最終桝の泥溜め15cm以上確認 】 □

【 管口仕上げ完了 】 □

(11)　工事完了後の境界杭 【 既設、新設すべての標示 】 □

(12)　給水、公共下水道 （汚水） 【引き込み完了が確認できること 】　（ 近景 ・ 遠景 ） □

(13)　その他市長が必要とするもの □

工事記録写真チェックリスト


